




















で青を使っていなかったのに、プルシア ブルーといって、ベルリンで発見された藍色を作る技術が入ってきて、ベルリン藍、なまってベロ とも呼ばれます。陶器が好きな方はベロ藍という言葉をお聞 かもしれませんけれど ロ藍を使った青 使われるようになりました。ブルー 青色なんて簡単やと思 か しれないですけれど、ベロ藍が発明される前は例えばラピスラズリとかの石を使うのですが、あ は精製が難しい。ブルーのラピスラズリの石を細かくして、ブルーのところだけ取り出す技術が難しく、なかな 作りにくいものです 今、 アフガニスタンとチリで採れますが、チリのラピスラズリはアフガニスタンで採取されるものより色が美しくな アフガニスタンのは綺麗です
けど、戦争地帯とか、勝手に入れない危険な地域にあるので、なかなか手に入らなくなっています。私の会社で念珠として使っていますラピスラズリは後で着色しているも なので、と もきれい のですが、僕は嫌いです。嫌いなも を何で売っているのかという話です。なかなか制御できない こんな中小企業でも制御しにくい問題 のかと思いますが、本物のラピス念珠もいつか是非売りたい って ます。色つけしたものは色つけしたものとして売りたいと思す。　
青と言えばさっき申し上げたラピスラズリがある







いましたが、分かりますか？敬語と違うんですよ。天皇陛下のことを京都弁では天皇さんと言うんですね。うちの子どものことを人に話す時も「何々ちゃ 」とか「何々さん」とも言うし、何にでも「さん」をつけるんです。飼っている犬が 「ごはん食べてはる」 とか言うんですね、自分の子供のことで 「またミルク欲しがってはるねん」 とか言います。天皇陛下に対しても天皇さん、 「天皇さん、こんど京都に来は んやで」という言い方をします。敬語なのか敬語でない か分からない、なかなか便利な言葉なので 私は使いますが、教科書には載っていません。　
閑話休題。あの精緻な染色技術も江戸期から進展し
て、やが 明治が始まります。明治維新は今から約一五〇年前に始まりました 当時 ガス燈が用 れたんですが 西暦一九〇〇年前後に電気による電燈が普及してきます。びっくりするでしょう。電気が普及
し始めたのは、たった一〇〇年前のことだったんです。当時は電気を昼間つけるなんて、恐れ多いこと甚だしかったけれど、今で 当 り前のようにつけています。それもこの一〇〇年前にやっと広がったものだと うことも覚えていただいたらいいと思います。　
平安時代は、ローソクというイメージがあるかもし




ガス燈が使われだしますが、第一次世界大戦（一九〇〇年） 前後に、景気の上昇で電灯が一気に普及してきます。その後、太平洋戦争後も暫くは着物が普段着として着用されていました。今 私たちは洋服を着ています。Ｔシャツを上着としても着ています。こんな変化をする期間が四〇〇年という 月だと う事です。平安時代というのはその様に長 期間だったという事を感じてください。　『源氏物語』が書かれた時代、ヨーロッパは中世と呼ばれる時代で、キリスト教 支配下に ろいろな地域がありました。国家という概念が出てくる は一六世紀後半になってから それ以前は、いわゆ エリアとして、このあたりの地域 ここに住んでいる人たち、この山々は私たちのものだ、など 思っているような人たち 時代でし 。お坊さんとか貴族、地主とかは
いましたけれど、エリザベス女王が出てきて絶対王政みた なのができるまでは、今の国家というような概念のものはありませんでした。それに代わるものとしてキリスト教のバチカン、カトリック 教皇 ヨーロッパ全体を支配して て、例えば国会とか 国連の会議とかに対応するものとし は、教会が招集する会議が唯一ある時代でした。ニカイア公会議とか聞き覚えがあるのではないでしょうか。　
一〇〇〇年頃の東アジアは、北宋、契丹、吐蕃、西
夏によって支配されており、既に唐の勢力は無くなっています。だから菅原道真が遣唐使廃止とか言う は当たり前のことでした。北宋は開封を首都として勃興していました。科挙制度で選ば た官僚に支えられた、皇帝による国家です。漢族という言葉も ても概念的なもので、人類学的に「これが漢族だ」といえる基準など僕はないと思っています 民族学や文化人類学など文科系の方からのアプローチ 漢族が規定されると、
― 239 ―
（特集━四）　源氏物語の女房装束―十二単をご覧いただきます―
例えば言語や思想でそのように決められるのかもしれませんけれど、人類学的に漢族、漢というのは概念だと思います。北方の たちが黄河の辺りを中原として、中華思想というのができたのが中国とい のだと思いますけれど、北宋はちょっと毛色 変わっている国で、長江以南の文化を多く取り入れたので、日本に入ってきた禅宗や浄土教は北宋の南エリア 影響を受けてると思います。あと北部では契丹、西夏 吐蕃という国もありました。　
そのなかの吐蕃、つまりチベットに関してですが、唐
代の初期に一時期、周という国号に変わり 武則天（則天武后）が唐に代わって周 いう国をつく 上げて、彼女が亡くなると同時になくなってしまった国です。その後、七六三年 はチベットは長安まで侵攻しました くらい当時のチベットは力が強く 、その後の元や清なども 国王はチベット仏教による名前も持っておられました。カトリック宗教であればカトリックの神しか信じないというところがありますけれ
















うテロップが流れていました。今日着ていただく衣裳も、十二単と思っていただける衣裳です。でも、今日、着付けをするスタッフの女性は、今から着せるものを十二単とは認識していません。どう見ても十二単ですが、彼女らに言わせると 「細長」 と言う のだそうです。　
これからまず「細長」と言われる衣裳を着ていただき、








も重ねて着た人がいて、贅沢に ってはいかんぞということを藤原道長さん 言っておられます。贅沢の極みを極めたと思われる 贅沢をするなと言ったそうで、道長さんのイメージが少し変わりますね。（三）お服あげ実演　
それでは着付けをお願いします。うちのスタッフが
モデルさんの前と後ろについて衣裳を着せます。再現というのは、今どんなものを着ておられるかとか、江戸期はどんなものを着ておられたか、鎌倉初期に残っている衣裳はど ようなものか、とかい 数点の現物資料と文献によるヒントや一〇〇年 に描 れた絵巻
物等をもとに想像力を膨らませ、イメージして具現化していきます。　
今はモデルさんに立っていただいていますけれど、























































にすると六万三五〇〇㎡、坪に直すと一万九二〇〇坪です。五〇階建てのタワーマンション 二五棟、一棟あたり八百戸として二万戸が つ広さです。大き ですが、それでも今の京都御苑の十四分 一 見方によればさほど大きくないですね。　
そんな広いところを四区画に分けました。四町でで





敷地のほとんどは庭にな ます。お住いされるところは割と小さいのです。そ よう 場所 夏 御殿には花散里、推定年齢三五歳 光源氏と同じ位 年だろうとされている女性が住ん おられて、玉鬘さんを育てておられます。一緒に夏の御殿に住んでおられます。一緒に住んでおられますけど一緒に住んでません。文章の中では西の対に住んでいます。こ 夏の御殿の中の西の対に住んでおら るということです。春には紫の上が、秋の御殿には秋好中宮が、冬 御殿には明石の御方が住んでおられました。
　
年末に光源氏が、それぞれに住んでいる女君たちに































































































いる人、支持を集めている人の説に従っておこうとして、選んだのが吉岡先生です。吉岡先生のお話や本に沿っ 決めています。株式会社井筒のトップとしては、そういうことを決めなあ んのです。あっちの色にしたりこっちの色にしたりすると、社員も迷います。とても難しいことを簡単に割 切ってしまおうと たときに、間違いが流布し しまいま 。商売人も一般の人も分からない事でも、権威を持って語られた きに、皆が信じてそれが常識になってしまうことは多いと思います。　
この間、京都の近代美術館でペルシャの宝物展を見
に行ったら、インド茜、蘇芳、つ に紅花もわかりました。わかった気 しました。でもそれは吉岡更紗さんとは必ずしも意見の一致を見ないんですよ。さんが昔、染めたのと、今、染めるのはまた うかしれないですね。インド、ペルシャで染め のや、江
戸時代の装束の生地を集めた本を持っているのですが、天皇さんが着ておられる紫の表袴の生地も残っていたりしています。そんな を総合して、えいやっと私が勝手に思っているのは、紅花で染めた紅花色というのはピンクなんですね。どんなピンクかというとこんな感じの 、だから古い言い方ですけれどサイケデリックな色なんです、ハイカラでもっとビビッド。臙脂系の赤をもっと濃くして少しピンク系の赤を入 たようなも が茜。蘇芳で染め も赤 緋色 袴 、言葉としては矛盾していますけれど 緋色は茜染めで染めた色ですが、すでに古代 時点 蘇方を使っていたかもしれないなとも思っています。紅花 つい 源高明が禁止して ます。紅花を使ったらいけ い、茜を使う。緋袴というのは茜染めだと う話が原則論としてはあるんですけど、茜ってなかなか手に入らなかったりするんですね。思いどおりの色が染められ いので、茜を使った体で、おそらく蘇芳に大方代わっ きているのではないかという気が ています。今も多分、
― 251 ―
（特集━四）　源氏物語の女房装束―十二単をご覧いただきます―
植物染めと言った時に、一〇分の一とかちょっとだけ植物染料使って、他は化学染めするみたいなところがあるように、むかしの人も一〇分の一だけ茜を使って、他は蘇芳で染めることもやったかなと、勝手に思っています。あと、 さっきペルシャの話をしましたが、 ペルシャで見た色というのは多分日本にはないんです。あんな色は着ない。僕 好きだから「ええ色 な」と思いますけれど、一般の人の好みで言 と ああいうどぎつい系の色ではない、やわらかい色を日本の人は好んだではないかと。優しい赤にするために梔子 黄色を載せてから蘇芳なり茜を載せ んじゃないかな 思います。　
いろんな本を読まれたらいろんな色が書かれて、紙
に印刷されたものを見るのは勘違いの元だと思います。昔に染められた衣裳を実際に見に行くのが一番 と思います。世界各地の衣裳で確認する が いと思ます。そんな展覧会に行って、 紅花ってどんな色、 茜色っ
てどんな色、蘇芳色ってどんな色と思いながら見るのがいいと思います。なんとなく染めた人々の住む地域の好みとかもわかってくるような気がします。　
どうしましょう、モデルさんにちょっと動いてもらっ




十二単というのは「本当は十二単でない」と僕は思います。正しい言葉と言うのは一般の人に必要なのだろうかと、思ったことがあって、一般の人に対しては十二単と言う言葉で説明することにしましたが、ここで 一歩踏み込んだ話をして ますので、あえて「十二単とは言いません」 申し上げます。十二単と呼んでいるのは女性の盛儀の正装、一番大事な儀式における姿がこれ。裳と唐衣をつけている姿を言います。特に大事なのは裳なんですね。だから 「イショウ」 と書く時に、こ 「衣裳」という字を使いますけれど、裳が重要な時代は衣と裳、上に着る「衣」と下に着る「裳」を表現 漢字で書くべきだなあ 思いま 。裳の概念がなくなってからは衣装でいいと思います。　
今お召しいただいています衣裳の図案は鶴岡八幡宮




て間違いなく織ったも ですね。ど を間違え いたのかと言うと、本当は違う色な に、同じ色で織っるんです。なんでそんな間 いをしたのかなあ 思う
― 253 ―
（特集━四）　源氏物語の女房装束―十二単をご覧いただきます―
けれど、自分が織ったつもりになって考えると、一生懸命織っていたらそういう間違いもするよなというような、間違いをしてると思 ました。 う一つ思ったのが、そういう間違 をしたものが神に捧げる衣裳として許されるのかと う点です。多分、いま私の持つ感性とは異なる感性を当時の人は持っており、それは織物の模様に関して何と 大らかな感性であることかと思いました。　







いる装束ではありません。もうちょっとカジュアルで、なおかつ若い人用の細長です この織物がとても素敵なので見てほし なと思い す。白の織物で、薄く織っています。裏の赤はこんな です、触ってもらうのが一番い 理解の方法なんです ど、残念ながら今日は皆さん全員には触っていただけません。　
十二単が重いと思われているのは、勘違いの部分が









みたいな襲色もあります。これは「桜襲」です。赤い桜なんか無 ですよね。花びらは白く、咲いた花の根っこのところは紫色、そういう意味では裏が紫でもいいなと僕は思うんですけれど、散 はじめる頃には少しピンクになりますの 、赤が白に透けて裏が赤もありますね。ああいう感じを表している。襲の色目自体が表現される時に、一つの感性だけ はない感性でも表現されるのは面白い。　
これが「几帳」といっているものです。 「朽木文様」と
いって腐った木みたいな模様に ってい 。この教室の天井も朽木模様のボードが貼って ると僕は思います。偶然似 いるのか必然な か、いずれにしても面白いなと思っています。　
これも几帳です。例えば西の対がこうあるとしたら、
ここに庇があってここに几帳を置いて仕切られた部屋になり、その一つ一つの部屋が局になります。アメリ
カのテレビとか映画の中に出てくるオフィスの様子を見ると、ブラインドのあるガラスの窓が全体の部屋に向かっている、部長クラスと思われる人のいる部屋があります。ああいうイメージが局になります。この源氏の邸と謂われ 家は、僕らが「ただいま〜」と帰ってくる家とは異なる、働く場所であって、オフィ と思っていただいたら結構です。僕は職住一体となった商家で育ちましたので、より理解しやすいですが、オフィスを取り仕切る人がいて、取り仕切 人のも に局 食事の担当、衣裳の担当とか それはこの人 何が得意だと言うこと 与えられ 仕事をする場所として こういう家が使われたということです。　
もう一つ豆知識です。対屋と母屋に関して「おもうさ
ま」 「おたあさま」と言うのはご存知ですか？おたあさまとはお母さんのこと、あれは対 家に住ん いるら「おたあさま」 。母屋に住んでいるお父さんは「おもうさま」 です。
― 256 ―
　
話が飛んだところで以上です。今日はありがとうご
ざいました。
― 17 ―
特集－４：十二単をお見せします
３２
５
１
花橘かさね
４
― 18 ―
花橘かさね（十二単）
細長
細長
